
海洋生物資源学部 海洋生物資源学科 

〇ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、各授業科目、アドミッション・ポリシーの対応 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー 各授業科目 アドミッション・ポリシー 

①自然と社会の共存にか

かわる課題を多面的に考

察し、適切に対処するため

の方策を立案できる。 

①世界と地域の歴史や文

化あるいは経済や社会の

課題を多面的に考える能

力を身につけるため、一般

教育科目を配置する。 

一般教育科目： 

基礎科目 

自由科目 A群 

(上記科目の詳細はシラバ

スに記載) 

 

卒業要件： 

基礎科目 15 単位以上、自

由科目 A 群 10 単位以上修

得すること。 

海洋環境や海洋生物資源

を取り巻く様々な問題に

強い関心を持ち、科学・技

術を通してその解決に貢

献する意欲を有する学生、

海洋生物資源学を学ぶた

めに必要となる理科、数学

および英語などの基礎学

力を有し、自主的な学習習

慣を身につけている学生、

他者と協力しながら学ぶ

ためのコミュニケーショ

ン能力を身につけている

学生の入学を求めていま

す。 

 

入学者選抜の基本方針： 

一般選抜における入学者

の選抜は、大学入学共通テ

ストおよび個別学力検査

等の成績ならびに調査書

の内容を総合して行いま

す。学校推薦型選抜におけ

る入学者の選抜は、小論文

および面接の成績ならび

に調査書および自己推薦

書の内容を総合して行い

ます。総合型選抜における

入学者の選抜は、2段階選

抜により行います。第 1次

選抜は書類により熱意と

適性の評価、第 2次選抜は

プレゼンテーションおよ

び面接の成績ならびに自

己推薦書および調査書の

内容を総合して行います。 

②科学・技術の進歩の中

で、絶えず新たな知識と技

術の修得に努め、問題の適

切な解決方法を選択して

実践できる。 

②初年次において、大学で

の学修スキルと自主的な

課題探求姿勢を身につけ

ることを目的として「海洋

生物資源フィールド演習」

を開講するとともに、専門

科目の修得に必要となる

数学と、自然科学の基礎学

力を向上させるための専

門基礎科目を配置する。 

専門基礎科目(必修)： 

生物学Ⅰ・Ⅱ 

 化学Ⅰ・Ⅱ 

数学基礎 

 物理学Ⅰ 

 科学者および技術者の倫

理 

 生物学実験 

 化学実験 

専門応用科目(必修)： 

 海洋生物資源フィールド

演習Ⅰ・Ⅱ 

(上記科目の詳細はシラバ

スに記載) 

 

卒業要件： 

専門基礎科目(必修)を 16

単位、専門応用科目(必修)

を 3単位修得すること。 



③社会のニーズに応えな

がら、新たな価値を創造し

て持続的な成長につなげ

ることができる。 

③2年次において、海洋生

物資源学を体系的に学修

するための基礎となる専

門応用科目（必修科目）を

集中的に配置する。さら

に、特定の専門領域に偏ら

ずに、海洋環境の保全、海

洋生物資源の育成と利用

およびそれらの社会科学

基盤について学際的・総合

的に学ぶことができるよ

うに、2年次から 3年次に

かけて専門応用科目（選択

科目）を配置する。 

専門応用科目(必修)： 

 生化学 

 分子生物学 

 藻類学概論 

 大気・海洋学概論 

 漁業制度論 

 基礎演習 

 魚類学 

 水産資源利用学 

 微生物学概論 

 海洋化学 

専門応用科目(選択)： 

「水圏生物の生命現象の

解明」7科目 

「水圏環境の保全と修復」

9科目 

「水圏生物資源の有効利

用」8科目 

「海洋生物資源に関わる

幅広い視野の涵養」11 科

目 

「実験・実習・演習科目」

9科目 

(上記科目の詳細はシラバ

スに記載) 

 

卒業要件： 

専門応用科目(必修)を 19

単位、専門応用科目(選択)

を 36 単位以上修得するこ

と。ただし、専門応用科目

（選択）の「水圏生物の生

命現象の解明」から 6単位

以上、「水圏環境の保全と

修復」から 8単位以上、「水

圏生物資源の有効利用」か

ら 8 単位以上、「実験・実

習・演習科目」から 5単位

以上を修得すること。 

④講義を通して修得した

知識を応用する能力を身

につけるため、実験・実習

科目を配置する。特に、豊

かな自然と文化に恵まれ

た若狭地域をモデルとし

て、山川里海の相互関係や

科学・技術が地域に果たす

役割を通して理解するた

めの科目を開講する。 

④地域・国際社会の一員と

して責任感を持って他者

と協働しながら、豊かな人

間性を醸成できる。 

⑤4年次に各研究室に分属

して取り組む「卒業論文」

と「専攻演習」では、担当

教員の個別指導を通して、

計画を作成して実践する

能力と結果を検証して発

表する能力を身につける。 

専門応用科目(必修)： 

 専攻演習 

 卒業論文 

(上記科目の詳細はシラバ

スに記載)  

 

卒業要件： 

専門応用科目(必修)を 10

単位修得すること。 

 



海洋生物資源学部 先端増養殖科学科 

〇ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、各授業科目、アドミッション・ポリシーの対応 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー 各授業科目 アドミッション・ポリシー 

①自然と社会の共存にか

かわる課題を多面的に考

察し、適切に対処するため

の方策を立案できる。 

①世界と地域の歴史や文

化あるいは経済や社会の

課題を多面的に考える能

力を身につけるため、一般

教育科目を配置する。 

一般教育科目： 

基礎科目 

自由科目 A群 

(上記科目の詳細はシラバ

スに記載) 

 

卒業要件： 

基礎科目 15 単位以上、

自由科目 A 群 10 単位以

上修得すること。 

海洋環境や海洋生物資源

を取り巻く様々な問題に

強い関心を持ち、科学・技

術を通してその解決に貢

献する意欲を有する学生、

海洋生物資源学を学ぶた

めに必要となる理科、数学

および英語などの基礎学

力を有し、自主的な学習習

慣を身につけている学生、

他者と協力しながら学ぶ

ためのコミュニケーショ

ン能力を身につけている

学生の入学を求めていま

す。 

 

入学者選抜の基本方針： 

一般選抜における入学者

の選抜は、大学入学共通テ

ストおよび個別学力検査

等の成績ならびに調査書

の内容を総合して行いま

す。学校推薦型選抜におけ

る入学者の選抜は、小論文

および面接の成績ならび

に調査書および自己推薦

書の内容を総合して行い

ます。総合型選抜における

入学者の選抜は、2段階選

抜により行います。第 1次

選抜は書類により熱意と

適性の評価、第 2次選抜は

プレゼンテーションおよ

び面接の成績ならびに自

己推薦書および調査書の

内容を総合して行います。 

②科学・技術の進歩の中

で、絶えず新たな知識と技

術の修得に努め、問題の適

切な解決方法を選択して

実践できる。 

②初年次において、大学で

の学修スキルと自主的な

課題探求姿勢を身につけ

ることを目的として「海洋

生物資源フィールド演習」

を開講するとともに、専門

科目の修得に必要となる

数学と、自然科学の基礎学

力を向上させるための専

門基礎科目を配置する。 

 

専門基礎科目(必修)： 

生物学Ⅰ・Ⅱ 

 化学Ⅰ・Ⅱ 

数学基礎 

 科学者および技術者の倫

理 

 生物学実験 

 化学実験 

海洋生物資源フィールド

演習 

(上記科目の詳細はシラバ

スに記載) 

 

卒業要件： 

専門基礎科目(必修)を 16

単位修得すること。 



③社会のニーズに応えな

がら、新たな価値を創造し

て持続的な成長につなげ

ることができる。 

③2年次において、海洋生

物資源学を体系的に学修

するための基礎となる専

門応用科目（必修科目）を

集中的に配置する。さら

に、特定の専門領域に偏ら

ずに、海洋環境の保全、海

洋生物資源の育成と利用

およびそれらの社会科学

基盤について学際的・総合

的に学ぶことができるよ

うに、2年次から 3年次に

かけて専門応用科目（選択

科目）を配置する。 

専門応用科目(必修)： 

藻類学概論 

分子生物学 

大気・海洋学概論 

生化学 

漁業制度論 

増養殖統計学Ⅰ 

水産増養殖学概論 

海洋生物学 

魚類生理生態学 

動物生理学 

水族遺伝育種学Ⅰ 

基礎科学英語 

専門科学英語 

専門応用科目(選択必修)： 

「先端育成科学」４科目 

「ゲノム応用科学」4科目 

「養殖情報科学・社会科

学」7科目 

専門応用科目(選択)： 

「増養殖研究の為の幅広

い視野の涵養」8科目 

実験・実習・演習科目： 

必修 9科目 選択 3科目 

(上記科目の詳細はシラバ

スに記載) 

 

卒業要件： 

専門応用科目(必修)を 26

単位、専門応用科目(選択)

を 27 単位以上修得するこ

と。ただし、専門応用科目

（選択必修）の「先端育成

科学」から 3単位以上、「ゲ

ノム応用科学」から 4単位

以上、「養殖情報科学・社

会科学」から 6単位以上修

得すること。「実験・実習・

演習科目」は、必修 10 単

位修得すること。 

④講義を通して修得した

知識を応用する能力を身

につけるため、実験・実習

科目を配置する。特に、豊

かな自然と文化に恵まれ

た若狭地域をモデルとし

て、山川里海の相互関係や

科学・技術が地域に果たす

役割を通して理解するた

めの科目を開講する。 

④地域・国際社会の一員と

して責任感を持って他者

と協働しながら、豊かな人

間性を醸成できる。 

⑤4年次に各研究室に分属

して取り組む「卒業論文」

と「専攻演習」では、担当

教員の個別指導を通して、

計画を作成して実践する

能力と結果を検証して発

表する能力を身につける。 

専門応用科目(必修)： 

  基礎演習 

専攻演習 

 卒業論文 

(上記科目の詳細はシラバ

スに記載) 

 

卒業要件： 

専門応用科目(必修)を 11

単位修得すること。 
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